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新着本案内 

 「いい奥さんになりそうだね」「なんで彼氏

いないの？」。ジェンダーの押し付け、マウ

ンティング、セクハラ、パワハラなど、女子

を困らせる「モヤる言葉」を投げかけてくる

「ヤバイ人」から身を護る「言葉の護身術」を

紹介します。 

『モヤる言葉、ヤバイ人 

自尊心を削る人から心を

守る「言葉の護身術」』 

アルテイシア∥著 

大和書房 2021年 

『テヘランのすてきな女』 

金井真紀∥著 

晶文社 2024年 

女は髪を出してはいけない、肌を見せて

はいけない。文筆家・イラストレーターの著

者が、謎めいたイスラム教国家のイラン女性

たちに体当たり取材をして、彼女たちの声を

拾い集めます。 

『彼女たちの戦争 

 嵐の中のささやきよ！』 

小林エリカ∥著 

筑摩書房 2024年 

 リーゼ・マイトナー、エミリー・デイビソ

ン、伊藤野枝、ヴァージニア・ウルフなど、

男性社会の中で本来望む生き方を抑圧さ

れた女性たちの戦いの記憶を、文章と肖

像画で描き出します。 

『対決』 

月村了衛∥著 

  光文社 

2024年 

不正を追及する女性新聞記者と医大

を守ろうとする女性理事との「対決」を

描く小説です。 

『卒母のためにやってみた５０のこと 思春期の子

どもを持つ母必携！ がんばる母さんやめました』 

田中千絵∥著 

大和書房 2024年 

子どもの思春期と親の中年期が重なり、

家族間のズレを意識した著者は、家族に

「卒母宣言」をします。家族それぞれの自立

を目指し、母が自分軸で生きるためにやっ

てみた５０のアイデアを、やわらかい絵と文

で綴るイラストブックです。 

『私の「結婚」について勝手に語らない

でください。』 

クァク・ミンジ∥著 清水知佐子∥訳 

亜紀書房 2024年 

 
韓国でコラムニストとして活躍すると同時

に、「非婚・非出産」を公言する著者の非婚ラ

イフの日常や悩みを綴ったエッセイです。 

結婚しないという選択肢を認め、「ひとり

を共に生きよう！」という温かいエールを送

ります。 

〈エッセイ〉 

『六十路通過道中』 

群ようこ∥著  

集英社  

2024年 

 

 

〈小説〉 
『オパールの炎』 

桐野夏生∥著 

中央公論新社 2024年 

 
１９７０年代、当時未承認だったピル解禁

や中絶の自由化を過激な行動で訴えていた

女が、突然姿を消した。時を経て、謎多き女

をめぐるいくつかの証言から、一人の女の

闘いをよみがえらせ、世の理不尽を抉りだ

す圧巻のノンフィクション風小説です。 

「おばさん」から「おばあさん」へ。 

ひとり暮らしを送る著者のささやか

だけれど豊かな日常を綴るエッセイ集

です。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書・資料室 ご利用案内    

●開室時間    9：00～17：00 

●2月休室日  ３日、１０日、1２日、１７日、2５日 

●貸出   （本・雑誌）15冊 3週間まで 

（ＤＶＤ）  2本   1週間まで 

●お問い合わせ先（電話） 

        0748-37-3735（図書・資料室直通） 

     0748-37-3751(センター代表) 

 

NWEC（国立女性会館）本 
 

 

 

『七十歳ババァ、起業する？』 

近恵子∥著 

内外出版社 2022年 

 

『大黒柱妻の日常  

共働きワンオペ妻が、夫と役割交替して

みたら？』 

田房永子∥著 

エムディエヌコーポレーション 

2021年 

『未婚と少子化  

この国で子どもを産みにくい理由』 

筒井淳也∥著 

ＰＨＰ研究所 2023年 

『ストーリー・オブ・マイ・キャリア 

  「赤毛のアン」が生まれるまで』 

Ｌ・Ｍ・モンゴメリ∥著 

水谷利美∥訳 

柏書房 2019年 

 70歳にして人生最後の挑戦に「起業」を選ん

だフツーのババァ。やっと自分らしさを見つけた

昭和のババァは、令和のビジネスに参入できる

のか？ 

 出産後ワンオペで育児担当していた妻が、

夫の転職を機に、家計の７割を担う『大黒柱

妻』になる。令和時代の共働き漫画。 

 なぜ日本の少子化対策は実を結ばないの

か？少子化にまつわる誤解をデータ、統計から

分析・検証する。さまざまなエビデンスが指し示

す「婚姻・出産」のリアルが見えてくる。 

 プリンス・エドワード島と家族の記憶、創作の

目覚め、新聞記者の仕事、そして「赤毛のアン」

の誕生。約 100年前に一人の働く女性が歩ん

だ道のりを記す自伝的エッセイ。 

滋賀県立男女共同参画センター 

公式インスタグラムはじめました！ 
滋賀県立男女共同参画センターの
情報はこちらから 

フォローお願いします！ 

2025年 1月～3月テーマ 『起業・共働き・少子化・自分史・料理』 

 

男女共同参画社会の形成をめざす、 
女性教育に関するナショナルセンター 
 

ワークライフバランス・ジェンダー・政治参画から、芸術・ファッ

ション・スポーツ・旅行まで、男女共同参画を幅広く網羅した

本が、3 ヵ月ごとに１００冊届きます。 

 

1月～2月末まで、１人 3冊、3週間、貸出しできます 


